
ＪＲ連合 平成28年（2016）9月15日（１）第 528号（毎月1日、15日発行）

JAPAN  RAILWAY  TRADE  UNIONS  CONFEDERATION

日本鉄道労働組合連合会
〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-8-10 
                                             東興ビル9階

●発行者／松岡裕次　●編集者／中山耕介

TEL（NTT）03-3270-4590 （JR）057-7848
FAX（NTT）03-3270-4429 （JR）057-7849
1部20円（但し組合費に含む）

h t t p : / / w w w . j r - r e n g o . j p

働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

集会に参加したＪＲ連合・ＪＲ北労組・貨物鉄産労のメンバー

税制改正要望等の実現を目指し取り組む署名

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る
税
制
特
例

措
置
の
延
長
で
あ
る
。
来
年
３

月
末
に
は
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

へ
の
重
要
な
経
営
支
援
策
の
一

つ
と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
税
等
の
減
免
を
は
じ
め

と
す
る
税
制
特
例
措
置
が
適
用

期
限
切
れ
を
迎
え
る
。
Ｊ
Ｒ
発

足
時
に
Ｊ
Ｒ
本
州
三
社
と
比
べ

て
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
下
に

あ
る
Ｊ
Ｒ
三
島
会
社
と
Ｊ
Ｒ
貨

物
に
は
、
税
制
等
の
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
、
赤
字
を
補
填
す
る

ス
キ
ー
ム
が
創
設
さ
れ
て
き
た
。

固
定
資
産
税
等
の
減
免
措
置

（
三
島
特
例
、
承
継
特
例
）
は
、

１
９
９
７
年
度
以
降
は
５
年
ご

と
に
適
用
期
限
が
延
長
さ
れ
て

き
た
。
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会
社

は
こ
う
し
た
支
援
措
置
を
受
け

な
が
ら
業
務
の
効
率
化
を
は
じ

め
と
す
る
経
営
努
力
を
重
ね
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
つ
い
て
は
今
秋
株

式
上
場
・
完
全
民
営
化
を
果
た

す
一
定
の
道
筋
が
整
っ
た
が
、

一
方
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四

国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
経
営
自
立

予
算
も
要
求
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
予
算
要
求
と
税
制
改

正
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し

て
と
り
わ
け
重
要
視
し
て
い
る

の
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・

事
業
な
ど
に
予
算
増
額
が
図
ら

れ
た
。
ま
た
、
通
常
予
算
要
求

と
は
別
枠
と
し
て
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
と
民
鉄
路
線
改
良
工
事

な
ど
に
対
す
る
財
政
投
融
資
の

　

２
０
１
７
年
度
国
土
交
通
省

鉄
道
局
の
予
算
要
求
額
は
、
前

年
比
35
％
増
し
の
約
３
兆
８
５

０
０
億
円
と
な
り
、
主
に
整
備

新
幹
線
建
設
や
都
市
鉄
道
整
備

あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と

Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
し
て
設
定
さ
れ

た
経
営
安
定
基
金
も
運
用
収
益

の
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
は
、
来
年
度
予
算
要
求
・

税
制
改
正
要
望
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
の
税
制
支
援
措
置

の
適
用
期
限
延
長
お
よ
び
恒
久

化
を
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
も
そ
も
、
経
営
安
定
基
金
の

運
用
益
や
税
制
特
例
措
置
に
経

営
の
根
幹
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
ス
キ
ー
ム
は
、
地
域
の
足
・

物
流
網
と
し
て
日
本
社
会
・
経

済
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と

し
て
、
ま
た
、
完
全
民
営
化
を

期
待
さ
れ
る
企
業
の
あ
り
方
と

し
て
も
相
応
し
い
も
の
で
は
な

く
、
持
続
的
に
各
社
の
経
営
安

定
に
資
す
る
新
た
な
経
営
支
援

策
の
検
討
・
構
築
が
必
要
で
あ

る
と
強
く
訴
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
と
ど
ま

ら
ず
鉄
道
事
業
者
す
べ
て
に
共

通
で
大
き
な
課
題
と
し
て
自
然

災
害
に
よ
る
被
災
復
旧
や
老
朽

施
設
の
更
新
の
課
題
が
あ
る
。

近
年
の
多
頻
度
化
・
大
規
模
化

す
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
か

ら
の
復
旧
対
応
や
予
防
保
全
的

な
防
災
対
策
の
強
化
、
ト
ン
ネ

ル
・
橋
梁
等
の
鉄
道
構
造
物
の

著
し
い
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模

改
修
の
必
要
性
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
持
続
的
に
鉄
道
に
よ
る

人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に

は
早
急
な
対
応
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
こ
う
し
た
予

算
要
求
と
税
制
改
正
要
望
が
12

月
に
財
務
省
が
提
示
す
る
予
算

編
成
大
綱
お
よ
び
税
制
大
綱
に

確
実
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、

多
角
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い

く
。
Ｊ
Ｒ
各
単
組
は
も
と
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
や

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
所
属
す
る
国
会

議
員
お
よ
び
地
方
議
員
団
連
絡

会
に
所
属
す
る
地
方
議
員
と
の

連
携
を
強
化
し
、
各
関
係
方
面

へ
の
働
き
か
け
を
強
力
に
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
９
月
開
催
の

各
地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
方

議
会
で
の
意
見
書
採
択
の
取
り

組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
９
月

中
旬
以
降
に
は
Ｊ
Ｒ
各
単
組
及

び
各
エ
リ
ア
連
合
の
組
合
員
・

家
族
を
対
象
と
す
る
署
名
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

地
方
議
会
に
お
け
る
意
見
書
採

択
と
集
約
し
た
署
名
を
持
参
し

て
国
土
交
通
省
は
も
と
よ
り
、

総
務
省
、
財
務
省
な
ど
へ
の
要

請
行
動
も
行
い
、
税
制
改
正
要

望
の
実
現
や
そ
の
他
重
要
政
策

課
題
の
解
決
に
む
け
て
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

Ａ　

基
本
手
当
は
、
公
共
職
業
安
定
所

　

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
来
所
し
て
、

　

求
職
の
申
し
込
み
を
行
い
、
失
業
の

　

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま

　

せ
ん
。
基
本
手
当
は
、
受
給
者
の
被

　

保
険
者
期
間
に
応
じ
て
支
給
日
数
が

　

定
ま
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
体
力
の
不
足
、
心
身
の
障

　

害
等
に
よ
り
離
職
し
た
者
や
、
結
婚

　

に
と
も
な
う
住
所
の
変
更
な
ど
に
よ

　

り
、
通
勤
不
可
能
ま
た
は
困
難
と
な
っ

　
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
者
な
ど
、

　

正
当
な
理
由
が
あ
る
自
己
都
合
に
よ

　

り
離
職
し
た
者
（
特
定
理
由
離
職
者
）

　
に
つ
い
て
も
基
本
手
当
が
支
給
さ
れ

　

ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
２
と
３
に
な
り

　

ま
す
。

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集
２
０
１
６
年
版

﹇
中
級
問
題
・
雇
用
終
了
﹈よ
り
出
題
）

知って活かそうワークルール37
Ｑ　雇用保険の基本手当について、正しいものを
　すべて選びなさい。【正答率42％】

１　基本手当は、労働基準監督署において失業の認定
　を受けなければ支給されない。
２　基本手当は、体調不良や転居など自己都合により
　退職した場合にも支給される。
３　基本手当は、被保険者期間に応じて支給される。
４　基本手当は、求職の申込みをしていない失業者に
　も支給される。

　

８
月
28
日
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の
２
０
１
７
年
度
の
予
算
概
算
要
求
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
現
場
で
働
く
組
合
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
の
う
ち
、
労
使
で
解
決
で
き
な

い
課
題
を
政
策
課
題
と
し
て
取
り
扱
い
、
関
係
単
組
と
と
も
に
内
容
の
精
査
及
び
背
景
事
情
の
調
査

を
行
っ
て
毎
年
「
交
通
重
点
政
策
」
を
策
定
し
て
い
る
。
策
定
し
た
内
容
に
も
と
づ
き
、
今
年
４
月

に
は
国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行
動
お
よ
び
意
見
交
換
を
実
施
し
、
２
０
１
７
年
度
の
予
算
概

算
要
求
お
よ
び
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
書
を
鉄
道
局
長
宛
に
提
出
し
て
き
た
。

　

今
回
明
ら
か
と
な
っ
た
国
土
交
通
省
の
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正
要
望
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
が
求
め
て
き
た
、
整
備
新
幹
線
建
設
の
推
進
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
強
化
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
予
算
確
保
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る
税
制
特
例
措
置
の
延
長
な
ど
の
税

制
改
正
に
つ
い
て
も
概
ね
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
今
後
、
実
現
に
む
け
て
全
組
合
員
へ
の

署
名
行
動
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
各
単
組
及
び
各
エ
リ
ア
連
合
の
組
合
員
へ
の

                 

署
名
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る

2017春季生活闘争にむけて
第23回賃金実態調査を

実施します！
　 ９月支給分の
　　　 給料明細にて実施

バス関係は、10月に調査を実施します。

各単組・組合員の皆さんの
ご協力をお願いします。

に
む
け
て

努
力
を
重

ね
て
い
る

も
の
の
経

営
体
力
が

脆
弱
で
あ

り
、
む
し

ろ
経
営
環

境
の
厳
し

さ
は
深
刻

化
し
て
い

る
状
況
で

　

連
合
は
、
９
月
10
〜
11
日
、

北
海
道
根
室
市
納
沙
布
岬
に
て
、

沖
縄
・
広
島
・
長
崎
・
に
次
ぐ

４
つ
目
の
平
和
行
動
と
し
て
、

「
連
合
２
０
１
６
平
和
ノ
サ
ッ

プ
集
会
」
を
開
催
し
、
全
国
の

連
合
の
仲
間
た
ち
約
１
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
、
上
村
総
合
組
織
・
政
策

局
長
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
釧
路
地
区

本
部
と
貨
物
鉄
産
労
の
５
人
が

参
加
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
て
逢
見
連
合
事
務
局
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
連
合
と
し
て
北

方
領
土
の
早
期
返
還
に
む
け
た

後
押
し
に
尽
力
し
て
い
く
と
の

決
意
を
表
明
し
た
。
集
会
な
ど

の
参
加
者
ら
は
択
捉
島
・
国
後

島
・
色
丹
島
・
歯
舞
群
島
で
構

成
さ
れ
る
北
方
四
島
を
め
ぐ
る

歴
史
と
現
状
、
次
世
代
に
事
実

を
伝
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
あ

ら
た
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

安
倍
総
理
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
昨
今
、
日
ロ

政
府
の
領
土
問
題
に
関
す
る
動

向
が
注
目
さ
れ
、
今
年
12
月
に

は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
来
日
す

る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
む

け
て
国
民
レ
ベ
ル
で
の
世
論
喚

起
を
行
い
、
早
期
解
決
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

２
０
１
７
年
度
国
土
交
通
省
予
算
概
算
要
求

  

北
海
道
・
四
国
・
貨
物
に
対
す
る

                        

税
制
特
例
措
置
の
延
長
を
求
め
る

２
０
１
７
年
度
国
土
交
通
省
予
算
概
算
要
求

  

北
海
道
・
四
国
・
貨
物
に
対
す
る

                        

税
制
特
例
措
置
の
延
長
を
求
め
る

① 「承継特例」の継続適用・恒久化（ＪＲ
北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物）
　ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物が、
国鉄から承継した本来事業用固定資産
に係る固定資産税、都市計画税の課税
標準を3/5とする軽減措置の適用延長、
恒久化

② 「三島特例」の継続適用・恒久化（ＪＲ
北海道・ＪＲ四国）
　ＪＲ北海道・ＪＲ四国が所有し、ま
たは借り受けている固定資産に係る固
定資産税、都市計画税の課税標準を
1/2とする軽減措置の適用延長、恒久化

③ 「買換特例」の継続適用・恒久化（ＪＲ
貨物）
　ＪＲ貨物が土地等を譲渡し、機関車
を取得した場合の課税（法人税）の特
例措置の適用延長、恒久化

④ 「新車特例（旅客）」の継続（ＪＲ旅客
会社）
　旅客鉄道事業者が低炭素型車両の着
実な導入を促進するための固定資産税
に係る特例措置の適用延長

⑤ 「石油石炭税の重課分の還付措置」の継
続（ＪＲ各社）
　鉄道事業に利用される軽油に係る地
球温暖化対策のための税（石油石炭税

の重課分）についての還付措置の適用
延長

⑥ 「耐震特例」の継続（ＪＲ各社）
　首都直下地震・南海トラフ地震に備
えた耐震対策により取得した鉄道施設
に係る固定資産税の特例措置（耐震特
例）の適用延長

⑦「鉄道構造物の老朽化対策に対する税制
支援措置」の創設（ＪＲ各社）
　ＪＲ及び民鉄含めて老朽化が著しく
進む在来線の鉄道構造物について、老
朽化対策を講じた鉄道構造物に対する
税制支援措置の創設（圧縮記帳、固定
資産税の減免）

⑧「鉄道用車両に対する固定資産税非課税
措置の創設（ＪＲ各社）
　公共交通利用促進、モーダルシフト
推進の見地から、旅客、貨物ともに移
動性償却資産として固定資産税が課税
されている鉄道用車両に対する固定資
産税の非課税措置の創設

⑨「本四架橋にかかる固定資産税」の免除
（ＪＲ四国）
　ＪＲ四国が負担している、本州四国
連絡橋の橋体共用部（鉄道資産）の
固定資産税（各種税制措置の連乗で
1/12に減免）について、高速道路会
社に対する免除と同等の措置（免除）

ＪＲ連合の2017年度税制改正要望事項

連
合
２
０
１
６
平
和
ノ
サ
ッ
プ
集
会

北
方
四
島
の
歴
史
と
現
状
を

 

次
世
代
に
伝
え
、
早
期
返
還
を
求
め
る



ＪＲ連合平成28年（2016）9月15日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 528号（２）

ジ
ェ
ー
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

  

新
潟
地
方
本
部（
新
潟
県
新
潟
市
）

組合事務所
めぐり
40

れ
か
ら
新
米
の
収
穫
を
迎
え
ま
す
。
豊

か
な
水
と
恵
ま
れ
た
気
候
で
育
っ
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
日
本
酒
を
堪
能
し
に
、
是

非
、
新
潟
に
お
越
し
下
さ
い
。

そ
れ
を
成
し
遂
げ
、
日
本
一
の
米
ど
こ

ろ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
気
概
は

私
た
ち
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
７
年
、
国
労
新
潟
地
本
の
常

完
成
し
て
１
３
０
年
目
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
３
代
目
は
１
９
２
９
年
に
完
成
、

１
９
６
４
年
の
新
潟
地
震
で
は
近
代
橋

が
崩
落
す
る
な
か
持
ち
堪
え
、
東
西
の

連
絡
通
路
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
２

０
０
４
年
に
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
福
岡
市
の
名
島

橋
と
は
兄
弟
橋
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、
二
つ
の
大
河
が
流
れ
る
新

潟
市
は
水
の
抜
け
な
い
沼
地
が
広
が
り
、

船
に
乗
り
胸
ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら

の
農
作
業
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

乾
田
化
を
目
指
す
先
達
は
苦
労
の
末
に

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
新
潟
地
本
は
、
２

０
２
１
年
度
の
高
架
化
完
成
を
急
ぐ
新

潟
駅
の
万
代
口
か
ら
徒
歩
５
分
、
隣
が

寿
司
屋
と
い
う
好
立
地
（
？
）
に
事
務

所
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

新
潟
市
を
流
れ
る
信
濃
川
は
江
戸
時

代
初
期
ま
で
阿
賀
野
川
が
河
口
付
近
で

合
流
し
て
お
り
、
豊
富
な
水
量
に
よ
っ

て
港
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
新
潟
の

市
章
は
錨
と
雪
環
と
明
治
開
港
五
港
の

五
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

新
潟
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
ば
信
濃

川
に
か
か
る
萬
代
橋
、
今
年
は
初
代
が

大
河
信
濃
川
に
架
か
り
新
潟
市
の
東

西
を
結
ぶ
３
代
目
萬
代
橋

安全確立、政治参画の必要性と政策実現、仲間づくりや連帯強化の重要
性などを訴える岡本議長

1999年1月、賀詞交歓会で葛
野会長（当時）がはじめてＪ
Ｒ東日本における民主化闘争
支援の必要性を訴えた

　

９
月
10
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・

女
性
委
員
会
は
、
高
松
市
内
に

て
、｢

つ
な
ぐ
！
つ
な
が
る！

『
仲
間
の
環
』明
る
い
未
来
を
き

り
拓
こ
う！｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
第
25
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
今
総
会
は
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
青
年
女
性
会
議
の
準
備

の
も
と
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
か
ら
貨

物
鉄
産
労
ま
で
全
国
か
ら
約
１

３
０
人
の
仲
間
た
ち
が
出
席
し

た
。

　

今
総
会
を
最
後
に
退
任
す
る

岡
本
議
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、

青
年
女
性
委
員
会
と
し
て
も
職

場
に
お
け
る
安
全
確
立
、
政
治

参
画
の
必
要
性
と
政
策
実
現
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お

け
る
民
主
化
の
取
り
組
み
、
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
仲

間
づ
く
り
や
連
帯
強
化
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
力
強
く
語
っ

た
。

　

幹
事
側
か
ら
経
過
報
告
の
後
、

青
年
・
女
性
委
員
会
の
普
遍
的

指
針｢ A

ction C
on
cep
t 

2n
d｣

に
も
と
づ
く
運
動
方
針

を
提
起
し
、
２
０
１
６
年
度
の

具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
し
た
。
そ
の
後
、12
人
の
総

会
代
議
員
か
ら
提
起
し
た
方
針

を
補
強
す
る
建
設
的
な
発
言
を

い
た
だ
き
、
各
幹
事
か
ら
は
諸

課
題
に
果
敢
に
取
り
組
む
決
意

を
表
す
熱
い
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
新
た
な
幹
事
体
制
に
つ

い
て
も
提
起
し
、
運
動
方
針
と

と
も
に
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ

た
。

　

最
後
に
新
倉
新
議
長
の
掛
け

声
の
も
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
は
「
仲
間
の
環
」
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

次
代
を
担
う
若
き
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
と
気
概
を
持
ち
、

柔
軟
な
発
想
力
と
大
胆
な
行
動

力
で
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
。
青
年
・
女
性
活
動
を

充
実
さ
せ
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
で
働
く
青
年
女
性
組
合
員
の

幸
せ
の
実
現
に
む
け
て
全
力
で

取
り
組
み
「
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
良
く
」
を
合
言
葉
に
、
よ

り
一
層
魅
力
あ
る
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

　

今
総
会
に
お
い
て
、
議
長
の

岡
本
金
樹
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
、

幹
事
の
田
中
学（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）、

角
田
貴
美
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）
、
弓
立
雅
博
（
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
）
、
橋
爪
博
史
（
貨
物
鉄

産
労
）
が
退
任
し
、
新
倉
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
幹
事

役
員
体
制
が
確
立
し
た
。

〈
主
な
発
言
〉

・
熊
本
地
震
に
対
す
る
物
心
両

面
で
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
支
援

に
感
謝
す
る
。
新
幹
線
は
13
日

で
復
旧
し
た
が
、
豊
肥
線
は
復

旧
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

復
旧
に
お
け
る
鉄
道
軌
道
整
備

法
の
適
用
要
件
の
緩
和
を
求
め
る
。

・
８
万
２
千
の
組
織
な
の
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
フ
ォ
ロ
ー
数
が
少
な
い
。
機

関
紙
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ 

Ｂ
Ｌ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
」
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

広
報
活
動
の
充
実
を
求
め
る
。

・
東
海
地
協
で
開
催
す
る
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
、

民
主
化
の
取
り
組
み
の
一
助
と

な
っ
て
い
る
の
で
今
後
も
参
加・

支
援
を
要
請
す
る
。

・
四
国
新
幹
線
の
実
現
に
む
け

た
世
論
喚
起
を
ど
の
よ
う
に
進

め
た
ら
良
い
か
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
。

・
税
制
特
例
の
延
長
・
恒
久
化

を
求
め
る
議
会
の
意
見
書
採
択

お
よ
び
全
組
合
員
へ
の
署
名
活

動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
新
入
社
員
へ

の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

・
台
風
に
よ
っ
て
北
海
道
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
税
制
特

例
の
延
長
を
求
め
、
持
続
可
能

な
公
共
交
通
の
実
現
の
た
め
の

支
援
を
要
請
す
る
。

・
男
女
平
等
参
画
推
進
と
し
て

単
組
女
性
代
表
者
会
議
に
お

の
活
躍
推
進
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
既
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
や
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
が
女
性
代
表

を
選
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
や
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

も
女
性
代
表
者
を
幹
事
と
し
て

選
出
し
、
女
性
参
画
を
高
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
青
女
ら
し

い
活
動
で
参
加
者
に
も
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、

準
備
に
は
非
常
に
多
く
の
時
間

と
手
間
が
要
す
る
。
次
回
開
催

地
協
に
対
し
て
も
ぜ
ひ
全
面
的

な
支
援
を
求
め
る
。

・
組
合
活
動
に
お
い
て
も
女
性

な
役
割
を
持
つ
。
地
協
代
表
者

会
議
を
充
実
さ
せ
地
協
活
動
の

活
性
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

・
民
主
化
の
取
り
組
み
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
積
極
的
な
広
報

が
必
要
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
内
容
を
掲
載
す
る
な
ど

の
工
夫
も
必
要
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

広
報
活
動
の
充
実
を
求
め
る
。

・
単
組
間
交
流
な
ど
を
一
層
促

す
よ
う
に
連
帯
強
化
を
名
目
と

し
た
予
算
拡
充
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
地
協
活
動
を

は
じ
め
実
行
委
員
は
自
分
の
時

間
を
多
く
費
や
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
。

民
主
化
闘
争
宣
言

民
主
化
闘
争 

３

識
を
外
れ
た
闘
争
方
針
を
批
判
し
、
新

組
合
が
結
成
さ
れ
後
の
鉄
労
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
１
９
９
５
年
、
東

労
組
の
過
激
派
革
マ
ル
派
の
指
導
を
憂

い
た
同
志
が
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
を
結

成
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
苛
烈
な
弾
圧

を
乗
り
越
え
、
私
た
ち
は
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

米
ど
こ
ろ
酒
ど
こ
ろ
の
新
潟
は
、
こ

特　集

Ｊ
Ｒ
東
労
組
一
辺
倒
の
労
政
が

敷
か
れ
、
そ
こ
に
働
く
組
合
員

が
辛
酸
を
舐
め
て
い
る
。
東
日

本
エ
リ
ア
に
お
け
る
社
会
正
義

の
確
立
と
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
の
社

会
的
地
位
確
立
の
た
め
に
、
東

日
本
の
民
主
化
を
し
よ
う
」
と

力
強
く
訴
え
た
。
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
「
民
主
化
闘
争
宣
言
」
で

あ
り
、
同
年
６
月
Ｊ
Ｒ
連
合
第

８
回
定
期
大
会
で
「
東
日
本
に

お
け
る
民
主
化
促
進
」
を
方
針

化
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
全
力
を
挙

げ
て
民
主
化
闘
争
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
。

「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
本
部
・
地
本

大
会
で
革
マ
ル
派
系
労
働
者
多

数
が
執
行
部
役
員
に
就
任
し
、

浸
透
が
一
段
と
進
ん
だ
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
同
年
、
警
視
庁

も
広
報
誌
「
焦
点
２
５
８
号
」

で
Ｊ
Ｒ
へ
の
革
マ
ル
派
の
浸
透

に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
１
９
９
９

年
１
月
の
Ｊ
Ｒ
連
合
賀
詞
交
歓

会
に
お
い
て
、
当
時
の
葛
野
Ｊ

Ｒ
連
合
会
長
が
挨
拶
の
中
で
、

「
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
現
況
は
三
極

構
造
下
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
労
働
者

の
社
会
的
地
位
は
低
く
お
か
れ

て
い
る
。
東
日
本
に
お
い
て
は
、

別
し
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン

を
結
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主
化

勢
力
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
闘
い

に
加
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
６
年
８
月

に
は
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン

は
Ｊ
Ｒ
東
新
労
と
組
織
統
一
、

１
９
９
７
年
２
月
に
東
日
本
鉄

産
労
は
東
京
地
労
と
組
織
統
一

し
、
東
日
本
エ
リ
ア
に
民
主
化

の
２
本
の
旗
が
立
っ
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
９
９
年
１
月

に
は
公
安
調
査
庁
発
行
の
「
内

外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
で

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お

い
て
民
主
化
勢
力
が
次
々
に
台

頭
し
て
き
た
。
１
９
９
３
年
12

月
に
は
、
仙
台
に
お
い
て
２
０

０
人
の
有
志
が
東
労
組
と
決
別

し
て
新
し
く
東
日
本
旅
客
鉄
道

新
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
東
新
労
）

を
結
成
、
続
く
１
９
９
５
年
11

月
に
は
、
国
労
と
決
別
し
た
30

人
の
有
志
が
Ｊ
Ｒ
東
京
地
域
労

働
組
合
連
合
会
（
東
京
地
労
）

を
結
成
し
、
同
年
12
月
に
新
潟

地
区
と
東
京
地
区
な
ど
の
１
０

０
０
人
の
有
志
が
東
労
組
と
決

一
産
業
一
産
別
労
働
組
合
を
形

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

労
働
者
に
安
心
を
も
た
ら
し
、

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
労
働
運

動
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
続

け
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
由
に
し

て
民
主
的
な
労
働
運
動
を
求
め

る
仲
間
た
ち
の
献
身
的
な
取
り

組
み
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

　

１
９
９
２
年
の
Ｊ
Ｒ
連
合
結

成
後
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
依

然
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
・
東
労
組

の
独
善
的
な
組
織
運
営
と
会
社

に
よ
る
不
当
に
し
て
偏
向
し
た

労
務
政
策
が
敷
か
れ
、
ま
じ
め

な
労
働
者
は
苦
汁
の
日
々
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
一
日
も
早
く
、
こ
う
し

た
悲
劇
的
な
状
況
を
打
破
し
、

い
て
男
性
の

育
児
参
画
を

促
す
よ
う
な

テ
ー
マ
で
開

催
し
て
は
ど

う
か
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合

運
動
を
身
近

に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る

地
協
活
動
は

民
主
化
の
取

り
組
み
に
お

い
て
も
重
要

【JR連合 青年・女性委員会 新幹事体制】

議　長 新倉　　実 ＪＲ西労組

事務長 播磨　洋佑 ＪＲ東海ユニオン

幹　事 山中　智文 ＪＲ北労組

松本　良子 ＪＲ東海ユニオン

小川　千春 ＪＲ西労組

笹岡　慎平 ＪＲ四国労組

松下　雄太 ＪＲ九州労組

新井　亮太 貨物鉄産労

青
年
・
女
性
委
員
会 

第
25
回
定
期
総
会

つ
な
ぐ！
つ
な
が
る！
『
仲
間
の
環
』


